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日本マニュアルコンテスト2017のマニュアル オブ ザ イヤーは、パナソニック株式会社の「エネファーム（家庭用

燃料電池コージェネレーションシステム）工事説明書」が受賞しました。産業部門からの選出は、2002年からのマニュ

アル オブ ザ イヤー史上初の快挙です。コンシューマーと異なる読み手に向け、わかりやすく、安全に工事ができる

ようにした工夫が高く評価されました。制作を担当した方々に、改善の工夫と説明書への取り組みを伺いました。

■ 取扱説明書のような工事説明書に改善
受賞した工事説明書の製品「エネファーム（家庭

用燃料電池コージェネレーションシステム）」は、ガ

スから電気とお湯をつくる、家庭用の発電機能付き

のガス給湯器です。燃料電池ユニット、貯湯ユニッ

トなど複数のユニットで構成され、設置する場所に

合わせて、さまざまな設置用の部品やオプション品

が用意されています。2008年7月に生産を開始し

て、2017年3月には、世界初となる累計生産台数

10万台を達成しました。

その製品特徴からガス、水、電気とさまざまな

工事が必要で、工事作業者が持つ資格によって工

事が異なります。パナソニック株式会社では、エネ

ファームのシステムをガス会社と共同開発し、燃料

電池ユニットの製造を手がけています。

今回の受賞作は、よりわかりやすく、安全に工

事が行える工事説明書へと大きく改善した作品で

す。改善にあたっては、現場や関係者へヒアリング

を行ったといいます。そこで「文字が多くて読む気

にならない、イラストがわかりにくい、工事の流れ

がわかりにくい、検索しにくいといった声が出まし

た」と工事説明書の制作を担当する技術企画課の

工事説明書の改善を通して、お客様の安全を守る
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清水一典さんは説明します。それまでも図解を入れ

るなどの工夫をしていましたが、「技術仕様書のよ

うなスタイルで、メリハリがなく、読みにくいこと

がわかりました。製品が新しくなる時期に合わせ、

工事説明書を大きく変えることを決めました」と技

術企画課の中野明課長は、大幅な改善に踏み切った

意図を語ります。

改善に向けての大きな方針は、工事作業者の視点

で制作すること。具体的には、わかりやすい、探し

やすい、安全に配慮することを目指しました。

「正しい工事や工事作業者の安全に配慮した工事

説明書を作成することは、お客様にも安全に使って

いただくために重要なことだと考えました」と清水

さんは説明します。

工事説明書の改善を担当した同社、技術企画課　課長中野明
さん（中央）、清水一典さん（右）、松村実樹さん（左）

工事説明書の冒頭ページ。工事範囲が網
掛けを使って示されている

■ 図解で工事範囲や流れが一目でわかるように
エネファーム工事説明書を開くと、最初のページ

「準備１　はじめに」で、「この工事説明書の適用範

囲」が図解で示されています。この製品は燃料電池

ユニットと貯湯ユニットのほか、屋内、屋外のさまざ

まな電気機器とも接続して利用されます。

「ガス、水、電気の工事が必要とされる現場で、さ

まざまな製品とつながるシステムの中で、この工事

説明書の範囲を明確にするために、図解しました。」

と清水さんは語ります。　

次の目次ページは、「工事の手順」とのタイトルが

付いています。準備、設置工事、配管工事、点検・試

運転、引き渡しと、工事の工程ごとに、見出しを付け

て整理され、工事の全体の流れが、1ページで把握

できます。自分が担当する工事のページが、すぐに

開けることで、「探しやすい」工事説明書への改善を

実現しました。

　「安全上のご注意」は、従来の工事説明書では警

告や注意の説明で文字が多く、ヒアリングでは「読

む気にならない」との意見が出たページです。

改善後は、「情報を整理してグルーピングをし、や

るべきことが明確にわかるようにしました」と清水

さんは説明します。適度な余白を設定して読みやす

くし、イラストを使って理解を促進できるように工

夫したといいいます。

「警告文での文頭には、マークを付けて燃料電池

ユニットか、貯湯ユニットか、どちらのユニットなの

かをわかるようにして、検索性を高めました。取扱

説明書で培った読みやすさを、工事説明書にも活用

しています」と中野課長は話します。
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工事説明書の目次ページ。工事全体の流
れが把握できるように見出しを付けてい
る

工事説明書の配線を説明するページ。
俯瞰図と詳細図を使い、3D イラスト
で説明している

■工事を正しく、ロスなく進める工夫
エネファームは設置場所によってどのように設置

するのか、必要な同こん部品や市販部品、別売品が

変わってくる製品です。戸建て、マンションといった

建物の種類に加え、窓や扉の位置などによっても異

なり、設置パターンは多岐にわたるといいます。

　「設置パターンごとに、間違えずに工事が行え、

部品の不足などのロスをなくすよう、情報整理に配

慮しました」と清水さん。各パターンの冒頭には、設

置寸法図を入れ、ユニットを配置する順番も示して

います。

　また、試運転の工程では、「時間がかかるシステ

ム試運転は、手順をフローチャートにし、流れがわか

るようにしました」と説明します。

■3Dのイラストを活用して理解を促進
受賞した工事説明書は、３次元（３D）イラストを

適切に用いて、わかりやすさを改善したことも評価の

ポイントとなりました。

「改善のためのヒアリングで、イラストがわかりに

くいとの声が出たことを改善しました。俯瞰図で全体

像を把握できるようにし、詳細図で細かいところがわ

かるように工夫し、リアルな３Dイラストを積極的に

活用しました」と清水さんは説明します。配線の色を

見分けられるように、イラストには「黒」「緑または赤」

といった色の説明も入っています。

改善後は工事作業者から「イラストが現物と近い

ため、わかりやすくなった」との声が寄せられている

といいます。

一方で３Dイラスト作成には、時間も費用もかかり

ます。「３Dイラストで示す事は効果がありますが、コ

ストがかかります。時間と費用のバランスをどう取る

か、見極めが重要です」と中野課長は語ります。同社

では、施工の関係者に確認しながら、重要な部分に３

Dイラストを使い、効果の高い活用を目指しました。

■見開きを使わず単ページに設計変更
同工事説明書は、使いやすさにも配慮していま

す。単ページで説明するようフォーマットの設計を変

更したこともそのひとつです。

家電製品の取扱説明書は、図のように見開きペー

ジを使ってわかりやすく説明する技術が活用されま

す。お客様がリビングなどで取扱説明書を開いて読
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見開きページでエネファームの機能「エネルック」を説明す
るページ。人物イラストを使い、シンプルに分かりやすくデ
ザインしている

むことを想定し、全体像やイメージを伝わりやすくす

る工夫です。

一方、工事説明書の使い方をヒアリングしたとこ

ろ、工事作業者は必要な作業のページをコピーして

現場に持って行って使うことがわかりました。そうし

た場で使いやすい形態として、見開きを使わずに、

単ページごとの設計に変えました。こうした現場の

読み方を理解した上での設計が、読みやすさにつな

がっています。

■利用者の安全を訴えたプレゼンが高評価
マニュアル オブ ザ イヤーの最終審査では、審査

委員とマニュアルコンテスト関係者に対してのプレ

ゼンテーションが行われます。制作担当者として、ど

のような目的や意図を持って改善に取り組み、具体

的にどのような工夫をしたのかを説明するものです。

受賞したエネファーム工事説明書では、担当した

清水さんのわかりやすく、真摯なプレゼンテーション

が良かったとの声が複数、聞こえてきました。「工事

説明書を読んで工事をする人の先にいる、お客様の

安心や安全を考えて作成している点が素晴らしい」

といった感想もありました。利用者の安心や安全を

使用説明で提供するテクニカルコミュニケーション

の役割を実現している点が共感を生み、評価された

のでしょう。

このプレゼンテーションには「技術企画課内でリ

ハーサルを実施し、メンバーからかわりにくい点な

どをフィードバックして準備しました」と中野課長が

説明します。伝えたい内容をわかりやすく伝えること

は、マニュアルコンテストでも重要なポイントです。

■拠点を連携した説明書改善の取り組み
パナソニック株式会社は、さまざまな商品の取扱

説明書を応募していただいている日本マニュアルコ

ンテストの常連会社でもあります。顧客満足向上の

視点で、取扱説明書改善に取り組んでいます。

パナソニック全社およびアプライアンス社では、

それぞれに説明書のコンテストを開催し、良いもの

を評価してきたといいます。また、全国の拠点の説明

書に関わるメンバーと連携し、説明書の改善活動も

行っています。

「高品質な商品を提供することは、創業以来の取り

組みです。昭和29年から戦後の混乱で中断していた

製品審査制度が再開され、高いレベルの要求が説明

書にも求められています。こうしたお客様視点のわ

かりやすい取扱説明書作成の取り組みを、今回、工

事説明書へ展開しました。

今後は品質を高めて、ページを削減するような改

善に取り組んでいきたいと思います。また、説明書作

成のノウハウを伝承していくことにも取り組んでい

きます」と中野課長が語り、「マニュアルコンテストの

評価において、改善の余地もあるというコメントもい

ただきました。受賞に満足することなく、更なる改善

に取り組んでいきたいと思います」と松村さんが意

気込みを話してくれました。

　マニュアル オブ ザ イヤーの表彰コメントで「工

事説明書の改善・進化は『高生産性社会』の実現に

貢献するものと考えられる」と言及されたように、製

品説明書作成のノウハウは多様な場へ展開される可

能を持っていると言えるでしょう。

（取材・構成：　高橋　慈子）


